
〈幼稚園部会〉
研究主題 「規範意識を育成するための指導内容 ・方法の研究開発」

一乳幼児期から児童期への一貫した流れを踏まえて一

碍 究の概要

近年の子どもたちの育ちが気にかかると指摘されることが多臨 平成17年1月 の中央教育審議会の答申では、子

どもの育ちの変化について 「基本的な生活習慣の欠如」「コミュニケーション能力の不足」「自制心や頬艶意識の不足」

「運動能力の低下」「小学校生活への不適応」「学びに対する意欲 ・関心の低下」のような姿が見られると報告して

いる。また、東京都教育委員会は、その教育目標に 「互いの人格を尊重し、思いやりと規総意識のある人間」を最

初に掲げている。

これらのことから、幼児教育においても、発達段階に即した規範意識を育成するための指導内容とその方法にっ

いて、研究開発を行 うことにした。

幼児期の教育の充実を考えるときに、幼児期の発達のみならず児童期の発達を視野に入れる重要性は様々なとこ

ろで述べら払 研究及び実践が進められている。また、東京都においても幼稚園と保育所の機能を兼ね備えた幼保
一体 化施設が生まれ、平成18年 度からは、総合施設の制度も新設されるように、乳幼児期との接続も大きな課題

である。これらのことから幼児期の 「規範意識」の育成については、乳児期と児童期との関連を踏まえて、指導計

画を作成し、教材開発、環境や援助の工夫について研究することが必要と考え、以下の主題を設定した。

1研 究の目的

乳幼児期から児童期への一貫した流れを踏まえ、発達段階に即した規範意識の育成に関する指導内容 ・方

法の研究開発を行 う。

皿 研究の方法

・ 幼保一体化施設で乳児の遊びや生活の実態をとらえ、乳児からの発達を視野にいれた幼児の発達をとらえる。
・ 発達段階に即した規範意識の具体的な育成方法について明らかにする。
・ 幼稚園教育要領、保育所保育指針、小学校学習指導要領 同解説道徳編を参考に髄 意識を見直し、乳幼児・

児童(入 門期)の 実態を踏まえ、規範意識の育成に関する指導計画を作成する。

皿 研究の構想
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N研 究 の 内 容

1規 範意識 とは

規 範 意識 とは、

「法令 な どの社会 の ルー ル の大 切 さを理解 し、それ らを守 ろ うとす る意 識」で あ る。

幼児 期 における規範意 識 の芽 生えとは 、

r幼 児 が 人や物など、周 囲の 環境 とかかわ る中で、互 い に気持 ちよく遇 こすために、感 じ、

考 えて自分の意 志や 行動 を調 整(コ ントロール)し ようとする心 のはたらき」と とらえた。

2規 範 意識 の高 ま り

(1)規 範意 識 の芽生 え

本 来 、人間 は、道徳 性 の萌 芽 を も って生 まれ てい る。 生涯 にわた って よ りよく生 き よ う と

す る姿勢 を育 て るには 、大人 は子 どもの 成長発 達 を考慮 し、幼児 期 か ら物事 の善 し悪 しの判

断や 基 本 的なル ール 、 自由 と責任 、公共 の福祉 等 につ い て、知 らせ て い く必要 が あ る。

また 、規 範意識 の 高ま りは 「他 律 か ら自律へ の方 向 を とる」 とい われ 、乳幼児 期や 児 童期

初 期 に は親 や 大人 の規範 行動 を、 その まま 自分 の行 動規 準 にす る傾 向が 濃厚 であ る ともいわ

れ て い る。 そ の こ とか ら、乳 幼児 期 は 「規範意 識 の芽生 え」 の時期 とい える。

乳 児期 は様 々な面 にお い て未 分化 で あるが、幼保 一体 化 施設 等 で、乳 児 の遊び や 生活 を見

る と、保 育士 に受け入れられている安 心感 を基盤 に、人 とかかわることでの心地 よさを十分 に味わい

ながら、人とかかわるときのルール を生 活 に取り入れた規範 意識 が芽生 えている様子 が見られる。

例 えば 、具 体的 な姿 と してO歳 児 は 、家具 につ か ま り立ち を しなが ら保 育士や他 の子 と 「い

な い い ないバ ー」 を繰 り返 し、人 とかか わる心地 よさを感 じていた 。1歳 児 はお や っ の前 に

全 員 で 集 ま り、保 育士 か ら一 人一 人名前 を呼 ばれ る と、手 を挙 げ なが ら返事 を し、他 の乳 児

が全 員 呼 ばれ るま で待 ち 「い ただ き ます 」 の あい さっ を して か らお やつ を食べ る姿 が見 られ

た.

規 範 意識 の芽 生 えが見 られ る乳 幼児 期 は 、 自ら自分 をお さ える

こ とは難 しく他者 か ら うなが され る こ とで 自分 を律 して い く。

乳 幼 児期 に こ うした体験 をす る こ とは、規範 意識 を身 に付 け

る上 で 、重 要で あ る。

(2)r基 本 的な生 活 の習慣 」 育成 の指 導 と規範 意識 の高 ま り

基 本 的な生 活習慣 は、人 間 の あ らゆ る態度 や行動 の 基本 に な る もの で ある。 子 どもの基 本

的 な 生活 習慣 の確 立は 、 自らの生命 、健 康 、安全 だけ で な く、 円滑 な 人 間関係 や社 会 生活 を

お く る上で も重要 な要 素で あ る。

本 委 員 会 は、 これ らの乳幼 児 期 の規範 意識 を とらえ るた め 、平成15年 度東点 都教 育 庁指

導 部 が 作成 した健 全育成 推進 指 導 資料 を基 に 、乳幼 児期 の規範 意識 を具 体的 に挙 げ るこ とを

試 み た。

以 下は、指 導資料 が示す 規範 意識 をはぐくむためのr墓 本 的な生 活の習慣 」の視点 である、

規範意識をはぐくむための 「基本的な生活の習慣」 の視点

O生 命尊重O健 療 ・安全O礼 儀 ・ 身だしなみ

O物 ・金銭の活用0時 間の尊重0整 理整とん ・環境美化
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(3)規 範 意識 を身 に付 けた望 ま しい幼児 像

規 範意 識 を身 に付 けた望 ま しい幼 児像 か ら、基本 的 な生活 習慣 を身 に付 けた幼児 を とら

え 、小 学校 入 学 を控 えた幼 児期 後 半の姿 と して、次 の よ うに位 置付 けた。
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しようとする。

O顧 番を守る。 など
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この よ うに、規範意 識 を身 に付 けた 望 ま しい幼 児像 を明 らか に して い くにあた り、具体 的

な指 導 事 例 の 中か ら、指導 法 ・環境 構 成 ・教 師の援助 ・教 材 の 開発 な どにっい て 、考察 を深

めた。6頁 か らは、3歳 児 ・5歳 児 の指導 事例 であ る。
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V規 範意識をはぐくむ指導計画の作成について

実際の乳児
の姿も見られ

ると、より具

体的な計画が

で きるわね。

働

規範意識 の内谷

を項 目でお さえる

と、具体的に姿が

見えてきそ うね。

指導計画作成にあ擢って

〔O歳児か ら5歳 児)

規範意識の内容と保育所保育

指針(主 にO歳 ～2歳)、 幼稚園

教育要領 と小学校学習指導要領

のねらいや指導内容の関連につ

いて探る。

保膏所のカ リキュ

ラムや乳児の姿 も参

考に して作成 しまし

ょう。保育士の方 に

も参加 してもらえる

かしら。

一 臓o辟 脚 馳酋し・vev"{サ ・t邑一

灘 魍・醗"う
盤 懇魏 、
鯵 ・ 竃 、麟

,襲蓬

'麟

『規範意識 を高める指導一 社会のル
ール を尊重 し

、遵守す る子 どもを育

て る一』(平成15年 度東京都教育庁

指導部 指導資料)と 『小学校 にお

ける基本 的生活習慣の指導一 望 ま し

い しっ けの工売 一』(昭和60年3月

文部省)を 参考 にして、子 どもの発

達に応 じた規範意識の内容 を六っの

視点に分類 して整理す る。

羅癖 奪艇 塗
規範意識 をはぐくむための六つの視 点別に、子 どもの実態 を踏まえ、年齢別に具体的な子 どもの

姿か ら、発達 を とらえる、

0～2歳 児の乳児期は、幼保一体化施設である品川 区立二葉っぽみ保育園(0～3歳 児)の 指導

計画 、週案や 実際の乳児の遊びや生活の実態か ら、また3～5歳 児の幼児期は、「東京 の教育21

研究 開発資料i幼 稚園部会 『値 に応 じた指導に生かす評価一評価項 目の活用一』(平 成15年 度)

や実態か ら、さらに6、7歳 の小学校入門期は、小学校学習指導要領 から、規範意識 の発達 の具体

的な姿 をとらえる。

規範慧識壱はぐくむ指導

基本的な生活習慣を

身に付けていくことが、規範意職の育成
一つながるのね

。

耀
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く

む
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生命尊量

健康 ・蜜全

礼儀 ・身だしなゐ

・ 友達 と ,鞭鎌 分かれだ

りし してい

戸外で'

休息を自

・ 汚 さな い よ

よ うと した

い

ど

わ

な

の えを伝えた

る。

を付け

びのび行動
欲を持続させ

物・盒銭の活用

と した り、汚

時閥の尊量

ど地域の公共碗'携 灘lll'

年齢別{発 達に

応 じて)に して、

規範意 織 の芽 生

えをとらえると、

乳児期、幼児期、

児童期 の流 れ も

分かってきそう。

整理蛙とん・環境襲化

る.

リズムがわかり、状況に応じて動いたり予測 し ・た りす

・ 自分たちが使いやすいように場を決めたり生活の場をみんなで片付け

たりする。

乳幼児期 の特性 を踏 まえた本研究では、基本的生活習慣 の「整i理整 とん」の

視 点に 「環境美化」を加えて、規範意識 をは ぐくむための視点 とした。「整理整

とん」の視 点に 「環境美化」を加 えた理由は、幼保一体化施設 の乳幼 児期の

環境が、安心 ・安全 ・安定を基盤に整理整 とんされてい るだけでなく、美 し

く清潔になっていたことに着 目したか らである、 これは、心を豊かにはぐく

むことを 目指 している幼稚園教育においても重要 な視点である。
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観 範 意 ● を健ぐくむ指 導 計 薗1試案)

1

㎝
ー

ね らい2歳 児(乳児轍 期)1ね らい5歳 児 後期
・ 保育士と安定した開係の中で

、他児とかかわり、生活や遊び ・ 得意なことや自分という存在を学蔽の皆や教琿が認め.受 け止められているという安心感をもうて生括する。
の中で言葉や感情のや り取 りができるようになる。 ・ 友連 と意見が分かれたとき、自分の考えを伝えたり相手に理由を尋ねたりしながら解決していこうとする。

親 生命尊量
・ 気に入らないことがあると、かんしゃくを起こすこともある ・ 友達と意見が分かれても互いに譲 り含った り、条件 を出し合ワたりして遊びを碓続Lよ うとする.

が 、保育=ヒが介入することで気持を切り魯えることができ ・ 一緒に遊んでいる友達の気持ちを粛知 し、自分の とった行動を振 り返り.行 動を改めた り相手の気持ちを思

る。 いやる言動を見せたりする。
・ 園庭の散歩で身近な草花や小動物に触れると笑顔になり喜 ・ 高齢者とのかかわりの中で、自分ができることを考えて取 り組み、喜んでいただけることに満足悪を醸じる.

範 ぷ 。 ・ 身近な動物の世話をしたり、抱いたりする中でどうしたら動物が心地よいかが分かり自分から大切に接する。
・ 保育士に言葉がけをされたり、介助されたりしながら自分で ・ 友逢と一緒に全身を動かし継続的に遊びを楽 しむ.

最後まで食べようとする。 ・ 戸外で開放感を味わいながらのびのぴと行動する。

意
・ 「ウンチでる」と保膏士に排泄を知らせるようになる。
・ おむつからバンツに移行し、少 しずつ トイレの排泄に慣れ

・ 休息を自分でとるなどして意欲を持続 させている.
・ 友達の危倹な行動を止めたり、教師に知らせたりす る。

健康 ・安彙
る。

・ 保 育 士 と一緒 に 足 洗い 、手 洗 い をす る。

・ 避難訓練の瞭、放送などの指示をよく闘き、理解 して行動する。
・ 正 しい道路の歩き方

、横断歩道の渡り方が身に付いている。

識 ・ 安全のための簡単なルールを理解し守ろうとする
.・ 健康の大切 さが分かり.嫌 いな食べ物でも少しずつ食ぺようとする。

¶ 順 番 が ある こ とが わ か る. ・ 身長の伸び方や体重の増減に関心がある
.

・ 走 る 、跳 ぶ 、 くぐ る 、ギ ャ ロ ッ プ な ど全 身 を使oて 遊 ぶ。 ・ 必要な道具の使い方を知り、安全に正しく使お うとする.

を
・ 自分がしなければならないことが分かり自分の気持ちや行動を調整 しようとす る

。
・ 生活の中で、簡単なあいさっをしたり、返事をしたりする。 ・ 汚 さないように気を付けようとしたり、汚 したら自分からきれいにしようとした吻する。
・ 保青士の疏んでくれる絵本を喜んで見聞きする。 ・ 教師や友逢.友 達の父母などだれとでもあいさつをし、気持ちいいと感じる。
・ 身の回りの事で自分でできることは自分でしようとする気持 ・ いろいろなあいさっを適切に使う。

.

ほ ちをもっ.・ 気持ちよく返事をする。

礼儀
・ 洋服の前後や靴の左右などを保育士の言葉かけで分かり自分 ・ 生話に必要な言葉を場面に合わせて使うことで生活をより楽 しんだ駄 友達とのかかわりをおもしろくした

で 取 り組 ん で い く.り す る.

ぐ 身距レなみ
・ 鼻汁が出たことや食事の後の汚れなどに気付き.自 分で拭こ ・ 生話や遊びの中で必要な言葉の意味が分か り、そうした言葉を使って、避びや生活を進める.

うとする.・ だれにでも分かるようにはっきりと話す。
・ 相手の話を落ち壇いて聞き

、受け止める.

く
・ 生活の中でリズミカルな言葉を使ったり、言葉の美しさに気付いたりする。
・ 高齢者やお客様には丁寧な言葉を使おうとしている。

物 ・盒銭の
・ 身近にあるものの名前や行動を衷す言葉を知 り、生活の中で ・ 公園や図書館など地壇の公共の掲所を大切に使 う気持ちをもつ。

使用する。 ・ 道具や製作用具などを必要な分だけ使い適量が分かる。

む 活用
・ 荘びの中で、物の大小、形、色などの類似点,相 違点に気付 ・ 使い終わった緩をリサイクルポックスに入れたり使える紙を分けたりする、

く。 ・ お店屋さんごっこで売るものを丁寧に保管したり、豊ぺた りする。
・ 埜園、荘ぴ、食事、午唾、降園などの生活時断の流れが分か ・ 園生活のリズムが分かり.状 況に応じて動いたり予測 して動いたりする.

視 蒔閥の尊■
る。 ・ 園 生活 の 流れ が よ く分 か り.進 んで 動 くこ とが で き る。

・ 汚れていることときれいなことの区別に気付く。 ・ 自分たちが使いやすいように場を決めたり生活の場をみんなで片付けたりする。

点 監理整とん

環境美化

・ 荘んだ後など、片付けようとする。 ・ 敷らかrコているbの を見つけたら、自分で出したものでなくても片付ける。
。 片付けのとき、園内の遊具が出ていないか、きちんと片付けられているかなどを意識して片付ける。
・ 自分の持ち物の管理を自分のこととして受け止めて意議 して行 う

。
・ ロッカー、道具箱の中などいつも自分から気付いて整理する。



指導事例1r宅 急便ごっこをする」(使 った物を片付 ける活動)

1.幼 児の実態(ね らい設定の理 由)

3歳 児7月

3歳 児の入園当初・幼児には片付けることの必要感がなく 『片付ける』とい う言葉も 「お もちや、お うち

に返 してあげようね。」などの言葉を使 うと意味が伝わ りやすい。この時期の指導としては、片付けも遊び

の一つ として楽 しく進んでできるように工夫し・その結果 「片付 けると気持ち良い」「広くなって嬉 しいJ

な どの気持ちを感 じられるようにしていくことが大切である。

そのような活動を繰 り返す中で・次第 に片付けることの必要感を感 じ、自分たちで しようとする姿が育

って くると考える。 ここでは・3歳 児が進んで楽 しく片付けに取 り組める指導の方法をとりあげる。

2.ね らい

使 った物 を片付けきれいになった ことを気持ちが良い と感 じる。(整 理整 とん ・環境美化 ・物の活用)

3.展 開

時 間 予想される幼児の肇

10145

f片付 けたくないな～

まだ遊んでいたいのに・・」

指導のねらい

「先生のところに持ってい

こ う}」 「宅急便で一す1」

「面 白い1ま た行って こよ

う」

「どこへ 置 けば いいの?」

「こニへし衷えぱ、いいんだ」

・荘んだあとは片付

けることを知る。

・宅急便さんの動き

をしながら.片 付

けを楽しい と感 じ

る、

11:00

「ごみも拾うの 引」

「ごみ蚊集虫?お もし

ろそう!」

「す ごい!部 屋が き

れ いになった」「広 く

て うれ しいな」

・遊具をしまう場所

を知る。

・落ちている小 さな

紙 な どを拾 うこ

とを知る.

暗 ・蝉
・ 畢

・部屋 が きれ い に な

っ て気 持 ち 良 い と

感 じる。

、 竪 一.β

境 重二

主な活勧

・教師の言葉を聞き、遊び

をやめる。

選総
・バスケットを持っておも

ちゃを集めに出かける.

・教師に次 々遊具 を届け

る。

雛

具体的な指導の手立て

ll=10

「絵本面白いな一」

「みんな と一緒も楽 し

いな」

・みんなのいる場で

先生の読んでくれ

る絵本を見ること

を楽 しい と感 じ

る。

・表示の場所に、遊具を置

いていく。

・ごみを拾って持っている

ごみ袋に入れる。

・集めた物を大きな袋に入

れる。

・みんなと一緒に救師の疏

んでくれる絵本を見る.

・「そろそろみんなで本

を見 よう力薯な」など

楽しいことが待って

いるから、片付ける

ということを知 らせ

る。

・「宅急便さん
.荷 物

を業めできてね」と、
一人ずつに小 さなバ

スケットを渡す。

・幼児の持 ってきた物

を「ありがとう」と一

人 一人 か ら受 け取

る。

・置き場所を軟えた り
、

教師もしまったりし

ていく。

・一人一人が持て るよ

うな手のついた小さ

い袋 と、集めてきた

物を入れる大きな袋

を用意する。

・一人一人 と丁寧にか

かわ りながら、きれ

いになると気持ちが

いいことを言業にし

て知らせる。

・楽しい雰囲気が伝わ

るよ うな教材を工夫

して地 り上 げてい

く。

評価

・教師の言葉 を聞 き、

遊び をや め てい る

か。

・片付けると楽 しいこ

とがある と感 じら

れ、ているか。

・教師に渡すことを楽

しんでいるか。

・面白いと感 じ何産も

繰 り返しているか。

・遊其の置き場所が分

かOて 、しまお うと

しているか。

・轄ちている物を集め

ることを楽 しんで

いるか。

・部屋がきれいになっ

た ことを嬉 しい と

懸 じているかゆ

・教師や友達と一緒に

本 を見 る楽 しさを

慮じているか。
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4.ね らいを達成するための環境構成

空いているロッカーに、バスケ

ットを積んでお く。①

隣 には小 さなごみ袋 を箱に取

り出 しやすいよ うに入れてお

く。②

置き場を工夫 して、同じ種

類ごとに並べた り、きちん

と平らに並べた りできるよ

うにしておく.

.蟹

ま まご とコー ナー

車置き場

遊具が片付けやすいよ うに、

分か りやす く表示 した り、入

れやすくした りする。

人形を布団に寝かせたり、食

べ物はお皿の上に置いた りす

るなど、す ぐ遊び出せ、丁寧

に扱えるように工夫する。

1学 期は、遊具によっては多めに用意することで、 トラブルを少な

くすることができるが、片付 けをすることを考えると、見える場所

に配置する物はあま り、多 くないことが好ま しい、幼児の実態に合

わせて遊具の数 を減 らしていくよ うにする。

整理整 とんされた、気持ち良い保育室になるように、環壌を見直し

ていく。

かごではなく、宅急便の車 を作っ

たときの置き場所、駐車スペース

が分かるように、ビニルテープで

線を引いてお く。ライ ト、ハン ド

ルな ど簡単に付け られ る部品 も

用意 しておく。③

〈準備 した教材(音 楽)〉

①小 さいバスケット(持ち手つき}人数分

②手さげの小さい ビニル袋(手 さげになるもの〕と、大きいゴミ袋

③小さい段ポール箱に紐 と、タイヤをつけたもの{後 で車に して自分で乗って走れ る)

曳
、

④片付けのときのBGMに なる元気に楽 しく動けるような曲(テ レビの ヒー ローの出てくる主題歌のテープ、な ど)

⑤広 くなった場でみんなで踊れるようなダンスの音楽テープ

⑥教師の問いかけに応答できるような絵本や紙芝居

敵 材 ・その他1

・楽 しい雰囲気の中で片付けができるよ うな活動 を工夫す る。

・保育室が片付けやすい環境にな っているかを見直 し、分か りやす い表示や整理 しやすい遊 具の配置、

す ぐに遊びだせ る様な遊具の置 き方 に心 がける,

・片付 けの時間を、幼児一人一人 との触れ合いの場 として もとらえ、教師に遊具を運んで来て、声 を

かけてもらうことを嬉 しい と感 じられるよ うにしていく。

・BGMと して楽 しい音楽をかけた り、ヒー ローの音楽 をかけ、な りきって動けるように した りす る。

同じことを何度も繰 り返 してい くことで楽 しんで身に付 けてい く幼児 と、飽 きて しまってや らな く

なる幼児がい るので個に応 じて様々な片付け方を工夫 しながら、楽 しんでできるようにす る。

1規範意識の育ちに関してi

・3歳 児 に とって、は じめ片付けの必要感 はあまりないが、 ヒー ローになったイメージをもたせ るこ

と等 の工夫で、片付けも楽 しい と感 じられ るようにな る。(整 理整 とん)

・保育室の環境 を見直 し、物 をただ置 くのではな く、きれいに配置す ることで物を丁寧に、大切 に扱

うこ とを知 る、(物 の活用)

・教師の用意 した表示の よ うに片付 けるこ とで、片付 けた後 の部屋溺きれいになって気持 ちが良い

と感 じた り、整理整 とんされていることに気付いた りし、次第 に片付けや整理整とんの意味が感 じ

られ るようになる。(環 境美化)
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指導 事例2rAさ んへの感謝の気持を伝える」(高 齢者に親 しみの気持 ちをもつ)

1.幼 児 の実態(ね らい設定の理由) 5歳 児9月

本園では、ほとんどの幼児が核家族であり、祖父母 との同居率は6%に 満たない。休 日などに祖父母を

訪ねた話をす る幼児 もいるが、 日常生活の中で高齢者 とかかわる機会 もほとんどなく関心や親 しみをもつ

様子も見 られない。高齢者とかかわ り、楽 しい経験をすることで、親 しみの気持ちをもったり、身近に感 じ

た りできるようになると考える

2.ね らい
・高齢者 とのかかわ りを通 して親 しみ の気持 ちをもっ,(生 命尊重 ・礼儀)

3.全 体 の展開

同 に し の ち つ段階を以下のようにとらえる。 (表1)

展開

7

①

田

②

9/12

③

9/14

④

9/17

9/22

ね ら い

身近 な高齢者 の存在

を意識す る。

高齢者 へ関心 をよせ

る。

高齢者 とのかかわ り

を楽 しみ、親 しみの気

持ちをもっ。

プ レゼン トを渡し、書

んで もら うことで満

足感を味わ う、

高齢者 とのかかわ り

の中で、自分のできる

ことを考えて取 り組

む。

主 な 活 動
・「祖父 母の会」に向けてプ レゼ ン トを作 る

。

そ の ことで 自分の祖父母 への意 識 をもっ。

・お話 「ねずみ さんのもうふ」を通 して祖父母

の存在 を再確認する。
・高齢者の知恵やカの大きさに気付く。
・「祖父母の会」があることを楽 しみにする。

・「祖 父母 の会」 への参加 の仕 方や 一緒 に遊ぶ

時 のマナー を考える。
・「祖 父 母の会」 に参加 して、 高齢 者 とのかか

わ りを楽 しむ.

・敬 老の 日に渡すプ レゼ ン トに添 えるメッセー

ジを考 える.
・プ レゼ ン トを届け る。

・プ レゼ ン トを渡 した ときの気持 ちを伝え合

う。
・地域の高齢者の方に喜んでもらえることを考

えてかかわる。
・高齢者にあいさっをした り、話を した りする。

資 料 ・ 教 材
・絞 り染めの手ぬ ぐい製作

・教師が用意 したお話

「ねずみさんの毛布j
・高齢者の作ったくす玉

・手ぬ ぐいで作った巾着

・「祖父母の会」のプログ

ラム
・高齢者 の特技を見 る

・高齢者 と一緒に楽 しむ

遊び

(お手玉、折 り紙 、剣 玉 、

カル タな ど)

・ メッセー ジカー ド

・ メ ッセー ジ カ ー ドを

添 えたプ レゼン ト

・地域センターでの高齢者

との交流

5 展開5(9月22日}「 身近な高齢者との心の交流」

〈実際の幼児の姿〉

幼稚園の環境ボランティアで もある高齢者のAさ んに自分たちの作ったプ レゼン トとメッセージカー ド

を渡す.メ ッセージカー ドには 「いっもようちえんをきれいに してくれてありがとう。」「お掃除をお手伝い

して くれてありがとうございます。」等のメッセージと絵が添えられていた。これを受け取ったAさ んは、

昼食前に集まっている幼児に話 をする。
「このような素敵なプレゼン トを頂きあ りが とうございます。私は今年で70歳 に

な ります.こ うしてプレゼン トを頂き嬉 しい気持ちになれました。 ここで皆さんに

会えてご縁があったからこそだと感謝 しています。… これからも頑張 ります

ので、皆さんも立派に大きくなってください.」 とつぶや くよ うに話をされた。

子 どもたちはとても静かに話を聞き、Aさ んが話 し終わると同時に一人、二人と

自然に拍手が起こり、全員に静かに拍手が広まっていく。… とても温かい雰囲

気が室内に広がる。

観 範意識の育 ちに関 して1
・ 活動前は高齢者に対 して 、かかわ りや親 しみが薄かった幼児だが、表1の 展開1か ら展開5ま で

の指導 を通 して、高齢者 に関心 をよせ る姿が見られるよ うになる。(生 命尊重)
・ 高齢者 にかかわ り親 しみ をもつ ことは、家族や社会 と自分 との関係やかかわ りへの認識にっ なが

り、あいさっな ど礼儀作法 を通 して規範意識の基盤になってい くと考えられる。(礼 儀)
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4.展 開2(9月17日)「 ね ずみさんのもうふ」のパ ネルシアターを見 る

予想される幼児の婆 指導のね らい 主な活動 具体的な指導の手だて 評価

・「祖 父母 の会」 の 日 ・「祖父母 の会」 が ・自分 の作 った手ぬ ぐい ・「祖 父 母 の

像鯉 会繍 にちや会 の内容 を

知 らせ、期待感がも

近 づ い て い るこ

とを知 り、楽 しみ

を祖父母にプ レゼン ト

することを楽 しみにで

会 」が近 づ

い てい る こ
「お じいちゃん と
一緒に遊びたいな」

「早 くプ レゼ ン ト

《 届けたいな」 ノ

Σ てる よ うにす る.

㊤奮
にす る.
・自分の作 った 手ぬ

ぐい を 渡 す こ と

を楽 しみ にす る。

きる よ うに(い ろい ろ

な届 け方があ ることを

知 らせ)話 をす る。
・幼児が見 てみたい と思

とを意職 し

て 、楽 しみ

にす る。

・「祖 父母 の会」へ うよ うに知 らせ 、 じっ

聯 な鰍 へ
・教師が用意したお話

に興味がもてるよう

の参加 の仕方 を

理解する。

くりと見え る位 置 に誘

導す る。
「見てみた い」

ノ にす る。 ・内容を理解 しやすいよ

辮劇 ㍉ ・話 の内容 ・展開の面白さや 細かな変化 を

・教師の話を静かに

聞いて理解する.

うに、話 し方 を工夫 し

た り絵 を じっ く り見せ
rお じい さんっ

てす ごいな」
理解 で きるよ うにす

る。

た りす る。
・布か らくるみボタ ンに

㌧__ノ
置お話 「ねずみ さん なるまでの様子をバネ

の も うふ 」 を見 ルで理解 しやす く見せ
」
一. ・話の中でねずみのお て、話の内容 を理 て い く。
v

ば あさんの した こと 解す る, ・お話 の 内容

を振 り返って意識で ・先 日幼児 が持 って きた を理 解 す
弓 お じいちゃん鳥 きるよ うにす る。 ・実際 に、変化 の様 くす玉を実際に見せる る 。

お ばあ ちゃんはす ・くす 玉 を見た ときの 子を再び見 て、再 ことで、高齢者 の力 を

こいな」 子どもたちの気持ち 認識す る。 理解 しやすくする. ・お話 の中で

」 え らい な」 一ノ を思 い起 こさせ 、高 ・くす玉やパネル を ねずみのお

齢者の知恵や技術な 見て高齢者の力を ・幼児 の思 いを聞 く。 ばあ さんが

どカの大きさを感 じ 具体的に知る。 ・教師自身の高齢者の思 した こ とを

高齢者への関心が深 い出を手ぬぐいを使っ 理解 す る。

ま ってい くよ うにす ・高齢者 の存在 への て伝 える。

艦 蹴儘
る 。 理解 が深まる。

ぶ 日が楽 しみ」 遮
「早 く ロ祖 父母 の

会"の 日ポ来る とい
・高齢者 とかか わるこ と

ぐ な」 ノ ・高齢者 とのか かわ り

・「祖 父母の会 」の

内容 を知る。

への期待感がもてるよ

うに 「祖父母の会」の

を楽 しみにできるよ 内容 を伝 える。 ・高齢 者 とか

うにす る、 か わ る こ と

に期待 をも

つ 。

パ ネル シアター 「ねずみ さんの毛布」

(あ らす じ)

1匹 の子ね ず みが生 まれ た ときか ら使 っ

て い た、毛 布 を、ねずみ の成長 の 中でね ずみ

のお ばあ さんが 、次 々に、作 り変 えて くれ る。

毛布 で作 ったベ ス トが小 さくな ると、子 ねず

み は、 「おばあ さんな ら何 とか して くれ る』

と言 っておばあ さんの所 に持 って行 く。

す ると今度 はベス トをベ ル ト

に ・一次々 に知恵 を出 して 、子

ねず み の満 足で き る物 を作 り

出 して くれ る。
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V【 研 究 の ま と め

私 た ちは、保 育所 での乳 児期 の生 活 か ら、小学 校1年 生前 期 まで の発 達 の流れ を と らえ 、

乳 幼 児期 か ら児童 期 への 一貫 した規範 意識 の育成 に 関す る指 導内容 ・方 法 につ いて研 究 開発

を行 っ て きた。 そ こで、 明 らか にな った こ とを以 下 に あげ る。

1規 範意 識 の高 ま りに つ いて

乳 幼児 期 の集 団 生活 の場 であ る 『保 育所 ・幼稚 園』 で 、子 ど もた ちは人 と して知 ってい

な くては な らない こ との 『原 点』 を経験 してい る。 いつ の 時代 で も変 わ らな い幼 児期 に育

て てお くもの{人 へ の信 頼感 、存在 感 を しっか りは ぐ くむ こ と ・健康 な生活 リズ ム を作 る

こ と ・自分 か ら しよ うとす る意 欲 を育 て るこ と ・人 とか か わ るカ を育 て る こ と ・自分 が で

き る とい う感 覚 を育 て る こ と ・優 しい心 、思 いや りの気 持 ちをは ぐくむ こ と・感性 、驚 き 、

創 造性 を育て る こ と ・知 的好奇 心 を育 て るこ と)を 教 師 が しっか りとらえ、指導 して い く

こ とが重 要で あ る。そ の 上で 、幼 稚園 とい う集団 の 中で 、 人 とか か わ り、み ん なが気持 ち

よ く生活 して い くた め に、自分 は ど うすれ ば よいの か を幼児 な りに 自覚 さぜて い く こ とが 、

や が て は 自律 的な盤 盤 へ とつなが るこ とが明 らか にな った。

2規 範 意識 を高 め るための 指 導 と指導 計画 作成

O計 画 的な指 導 の必 要性 につ い て

これ まで幼 稚 園で は、雌 を高 め るため の指導 と して、 その とらえ方 が あい まい

に な りが ちで 、 その場 面や 状況 に応 じた対処 療法 的 な教 師 の援 助 を行 うこ とが多 か った

よ うに思 う。研 究を進 め る中で 、教師 が幼児 の姿 を正 しく と らえ、発 達 に即 し意 図 的 ・

計 画的 な援 助 が必 要で あ るこ とを確 認 した。 計画 的 に指 導 を積 み重 ね 、学級 全体 に 向け

て指導 してい くこ とで 、幼 児 はや がて 自分で判 断 し行 動 し、他者 を大 切 に しな が ら生活

で きる人 間へ と成 長 して い くと思 われ る。

O計 画 的 な指 導 にお け る配 慮 事項 につ いて
・ 幼児 期 にお い ては 、教 師 がモ デル とな り、正 しい 行動 基準 を示 してい く.
・ 次 第に 、 自分 で考 え 自分 で行 動 で きる よ うな指 導 法 を工夫 してい く。
・ 環 壌 に意 図性 を もたせ て 、教 材 を準備す る こ とで 、幼 児 自身 に気付 かせ て い く。
・ どの よ うな時期 に 、 どの よ うな内容 を知 らせ てい くか を 、発 達に応 じて計 画的 に繰

り返 し指 導 してい くこ とで 、行動 が習慣 化 され 、幼 児 に規範 意識 が 定着 してい く.
・ 問 題が 生 じた とき に、具体 的 な場面 を通 して 、原 因 は何 か 、 ど うすれ ば

よか った の か 、今後 ど うしてい けば よいの かな ど、幼児 に考 え させ る指 導

も必 要で あ る。 そ の際 、幼児 の 考 えを価値 付 ける ことを忘れ て はな らな い。

3指 導の工 夫 と教材 の開発 の重 要性

日々の指 導は 、ね らいを 明確 に した 上で 「幼児 伺士 が 考 え、 気持 ち よ く生活

で き る こと」 へ の実 現 に向 か ってい くよ うにす る こ とが大切 で あ る.そ の ために は、幼 児 自

身 の塵嘘 皇 ・盤 ・魁 ・還 生 へ とっ なが る よ うな指 導や 教材 の工夫 が 必要で あ る。

視 覚的 教材 の 渚用

パ ネ ル シア ター

絵 本 ・紙 芝居
ペ ー プサー ト等

体験 活動に つなげる工 夫 環 境の 工 夫

人 との か か わ りの機 会 ・ 美的である二と

竺万燦 ・オリエンテ 象㍊ 獣 量峯で

晶
獺

、艦 圏' ・

亀 へ

陣4.

■

畿
"

教部の援助

問いかけの工夫

動線を考える

他の教師との連携

保護者との連携

園全体の意識の高まり

4

本 開発 委 員会 で は 、乳幼 児期 の集 団 の中で の 、規範 意識 を定 着 させ る方 法にっ い て、計 画

的 な指 導法 を開発 して きた。今 後 は家庭 ・地域 に おい て も、 それ が広 く活用 され る よ う、連

携 や 協 力体 制 を作 っ てい くこ とが 大切 であ る と考 え る。 そ の ことが、規 範意識 を も って 、 自

律 的 に行動 で きる幼 児 を育 て るこ とにつな が ると確 信 す るか らで あ る、

また 、規 範意 識 の も ち方 の状 況 を的確 に評価 し、次 の指 導 ・援助 に生 かす評 価 方法 の 開発

を してい くこ とも求 め られ る と考 える。
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